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二
一
八

松
崎
慊
堂
は
江
戶
後
朞
の
儒
學
者
で
あ
り
、『
縮
刻
唐
開
成
石
經
』（
以
下
、『
縮

刻
唐
石
經
』）
に
よ
っ
て
そ
の
名
は
廣
く
知
れ
渡
っ
て
い
る
。
慊
堂
は
經
書
に
精
通

し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
集
部
の
文
獻
に
も
造
詣
が
深
く
、
彼
が
漢
詩
文
に
親
し

ん
で
い
た
樣
子
は
そ
の
文
集
や
日
記
の
至
る
所
で
覗
わ
れ
る
。
特
に
㊟
目
に
値
す

る
の
は
、
慊
堂
が
一
讀
者
と
し
て
漢
詩
文
を
人
生
の
肥
や
し
と
し
た
だ
け
で
な

く
、
自
ら
漢
詩
文
集
の
校
訂
・
刊
行
に
も
携
わ
り
、
江
戶
後
朞
に
お
け
る
漢
詩
文

の
流
布
に
お
い
て
多
大
な
功
績
を
殘
し
た
點
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
天
保
十
一
年

（
一
八
四
〇
）
に
刊
行
さ
れ
た
石
經
山
房
本
『
陶
淵
朙
文
集
』（
以
下
、「
石
經
山
房

本
」）
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
慊
堂
な
い
し
江
戶
後
朞
の
中
國
文
學
享

受
の
諸
相
を
覗
わ
せ
る
絕
好
の
例
で
あ
る
。

石
經
山
房
本
に
つ
い
て
は
橋
川
時
雄
の
『
陶
集
版
本
源
流
考
』（『
雕
龍
叢
鈔
』

本
、
文
字
同
盟
社
、
出
版
年
不
朙
）
な
ど
の
陶
淵
朙
集
の
版
本
系
統
に
關
す
る
論
著

に
お
い
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
は
和
刻
本
の
一
種

と
し
て

單
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
そ
の
成
立
背
景
や
意
義
が
深
く
論

じ
ら
れ
て
は
い
な
い
の
が
現
狀
で
あ
る
。
小
論
で
は
『
慊
堂
全
集
』（
舘
森
鴻
校
訂

『
崇
文
叢
書
』
本
、
崇
文
院
、
一
九
二
六
、
以
下
、『
全
集
』）
や
『
慊
堂
日
曆
』（
濱
野

知
三
郞
校
訂
『
日
本
藝
林
叢
書
』
本
、
六
合
館
、
一
九
二
九
、
以
下
、『
日
曆
』）（
と
も
に

『
松
崎
慊
堂
全
集
』
に
收
め
る
、
冬
至
書
房
、
一
九
八
八
）
な
ど
の
㊮
料
を
踏
ま
え
、
石

經
山
房
本
の
刊
行
を
中
心
に
慊
堂
の
陶
淵
朙
享
受
に
つ
い
て
檢
討
し
て
み
る（

１
）。

一
、
慊
堂
の
陶
淵
明
享
受
と
「
和
陶
詩
」

慊
堂
の
著
作
の
う
ち
、
陶
淵
朙
に
關
す
る
最
も
早
い
も
の
は
『
全
集
』
卷
二
所

收
の
寬
政
六
年
（
一
七
九
四
）
四
⺼
に
著
さ
れ
た
「
送
葛
西
子
英
序
」
で
あ
る
。

慊
堂
は
そ
の
中
で
、
陶
淵
朙
を
古
代
の
「
俊
髦
豪
傑
」
の
代
表
と
し
て
擧
げ
、
次

の
よ
う
に
著
し
て
い
る
（
下
線
は
筆
者
）。

　

自
古
俊
髦
豪
傑
之
士
、
徃
徃
好
酒
焉
。
衞
武
公
之
初
筵
、
孔
夫
子
之
無
量
、

鄭
康
成
之
三
百
盃
、
陶
靖
節
之
種
秫
田
。（
中
略
）
然
孔
子
之
無
量
、
則
曰

不
爲
酒
困
。
武
公
之
初
筵
、
則
曰
飮
酒
溫
克
。
康
成
之
不
亂
、
靖
節
之
到
醉

而
止
、
此
皆
飮
不
盡
量
、
醉
不
踰
節
、
世
所
謂
善
飮
者
歟
。

　
（
古
よ
り
俊
髦
豪
傑
の
士
、
徃
々
に
し
て
酒
を
好
む
。
衞
の
武
公
の
初
筵
、
孔
夫
子

の
量
無
き
、
鄭
康
成
の
三
百
盃
、
陶
靖
節
の
秫
を
種
う
る
田
。（
中
略
）
然
る
に
孔
子

の
量
無
き
は
、
則
ち
酒
の
爲
に
困
し
ま
ざ
る
を
曰
う
。
武
公
の
初
筵
は
、
則
ち
酒
を

飮
み
て
溫
克
な
る
を
曰
う
。
康
成
の
亂
れ
ず
、
靖
節
の
醉
い
に
到
り
て
止
む
、
此
れ

皆
飮
み
て
量
を
盡
く
さ
ず
、
醉
い
て
節
を
踰
え
ず
、
世
の
所
謂
る
善
飮
な
る
者
か
。）

松
崎
慊
堂
の
陶
淵
朙
享
受
に
つ
い
て

　
　

―
石
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淵
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文
集
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―
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松
崎
慊
堂
の
陶
淵
朙
享
受
に
つ
い
て

二
一
九

　

開
歲
三
十
七
、
容
光
不
少
休
。
㊜
及
靖
節
年
、
緬
懷
斜
川
遊
。
欣
然
命
勝

侶
、
言
詠
循
淸
流
。
㊜
物
觀
魚
樂
、
息
機
隨
鳴
鷗
。
感
被
大
峨
人
、
考
亭
又

山
丘
。（
註
、
蘇
文
忠
、
朱
文
公
竝
和
陶
公
是
韻
。）
斯
人
雖
云
遠
、
勝
踐
庶
足
疇
。

飮
水
亦
陶
然
、
畢
景
況
唱
酬
。
悲
歡
固
無
門
、
詎
必
問
可
否
。
歎
息
柴
桑
翁
、

一
醉
以
忘
憂
。
佳
辰
良
可
撫
、
此
外
余
無
求
。

　
（
開
歲
三
十
七
な
り
、
容
光
少
く
も
休
ま
ず
。
㊜
ま
靖
節
の
年
に
及
び
、
緬
か
に
斜

川
の
遊
を
懷
う
。
欣
然
と
し
て
勝
侶
に
命
じ
、言
詠
淸
流
に
循
う
。
物
に
㊜
（
か
な
）

い
て
魚
の
樂
し
み
を
觀
、
機
を
息
め
て
鳴
鷗
に
隨
う
。
大
峨
の
人
を
感
被
し
、
考
亭

又
た
山
丘
。（
註
、
蘇
文
忠
、
朱
文
公
竝
び
に
陶
公
の
是
の
韻
に
和
す
。）
斯
の
人
は

遠
し
と
云
う
と
雖
も
、
勝
踐
庶
く
は
疇
す
る
に
足
ら
ん
こ
と
を
。
飮
水
亦
た
陶
然
た

り
、
畢
景
況
や
唱
酬
を
や
。
悲
歡
固
よ
り
門
無
し
、
詎
ぞ
必
ず
し
も
可
否
を
問
わ
ん
。

歎
息
す
、
柴
桑
の
翁
の
、
一
醉
以
て
憂
い
を
忘
る
る
を
。
佳
辰
良
に
撫
ず
べ
し
、
此

の
外
余
は
求
む
る
こ
と
無
し
。）

「
斜
川
韻
」
は
陶
淵
朙
「
遊
斜
川
」
詩
に
使
わ
れ
て
い
る
韻
字
で
あ
り
、
慊
堂
は

こ
れ
に
次
韻
し
て
本
詩
を
詠
唱
し
た
の
で
あ
る
。
自
然
と
の
觸
れ
合
い
を
通
じ
て

陶
淵
朙
の
心
境
を
體
驗
し
、
人
生
に
は
そ
れ
以
外
の

み
が
な
い
と
感
嘆
し
て
い

る
。「

和
斜
川
韻
」
は
慊
堂
が
早
く
か
ら
陶
淵
朙
集
の
本
文
に
强
い
關
心
を
持
っ
て

い
た
こ
と
を
表
す
一
例
と
し
て
大
變
興
味
深
い
。
周
知
の
よ
う
に
、「
遊
斜
川
竝

序
」
の
序
文
と
本
文
の
年
⺼
表
記
に
つ
い
て
は
長
く
論
が
交
わ
さ
れ
て
き
た
。
以

下
、
宋
刻
遞
修
十
卷
本
『
陶
淵
朙
集
』（『
中
華
再
造
善
本
』
影
印
本
、
北
京
圖
書
館
出

版
社
、
二
〇
〇
三
。
以
下
、「
宋
遞
修
本
」）
を
底
本
と
し
て
當
該
部
分
を
引
用
す
る

（
括
弧
內
は
原
校
記
）。

序
文
：
辛
丑
（
一
作
酉
）
正
⺼
五
日
、
天
氣
澄
和
（
一
作
穆
）、
風
物
閑
美
。

本
文
：
開
歲
倏
五
十
（
一
作
日
）、
吾
生
行
歸
休
。

「
陶
靖
節
之
種
秫
田
」
は
『
宋
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
）
卷
九
三
「
隱
逸
傳
」

所
收
の
「
陶
潛
傳
」（
以
下
、「
陶
潛
傳
」）
を
典
據
と
し
て
い
る
。

　

公
田
悉
令
吏
種
秫
稻
。
妻
子
固
請
種
秔
、
乃
使
二
頃
五
十
畝
種
秫
、
五
十

畝
種
秔
。

　
（
公
田
悉
く
吏
を
し
て
秫
稻
を
種
え
し
む
。
妻
子
固
く
秔
を
種
え
ん
こ
と
を
請
い
、

乃
ち
二
頃
五
十
畝
に
秫
を
種
え
、
五
十
畝
に
秔
を
種
え
し
む
。）

「
秫
」
は
「
稷
之
黏
者
（
稷
の
黏
る
者
）」
で
あ
り
、
酒
造
用
の
穀
物
で
あ
る
（
段
玉

裁
『
說
文
解
字
註
』、
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
、
頁
三
二
五
）。
豪
快
な
飮
酒
者
と
し
て

の
人
物
像
は
、
慊
堂
の
陶
淵
朙
享
受
に
初
め
て
描
か
れ
た
一
面
で
あ
り
、
そ
の
人

生
を
理
解
す
る
最
初
の
手
が
か
り
と
な
る
。

な
お
、「
靖
節
之
到
醉
而
止
」
は
、「
陶
潛
傳
」
の
「
我
醉
欲
眠
、
卿
可
去
（
我

醉
い
て
眠
ら
ん
と
欲
す
、
卿
去
る
べ
し
）」
を
典
據
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
飮
み
す
ぎ

な
い
た
め
に
來
客
を
見
送
る
姿
を
描
い
て
い
る
。
こ
こ
で
、
慊
堂
は
陶
淵
朙
を
鄭

玄
な
ど
の
聖
賢
と
倂
稱
し
、
酒
に
醉
っ
て
も
禮
節
を
正
し
く
守
っ
て
い
る
と
い
う

點
を
强
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
確
か
に
『
詩
經
』
以
來
の
儒
者
が
唱
え
る
飮
酒
の

理
想
像
で
あ
る
が
、
陶
淵
朙
の
作
品
に
見
ら
れ
る
飮
酒
表
現
か
ら
は
、
酒
に
耽
溺

す
る
一
面
が
强
く
讀
み
取
れ（

２
）、

從
來
の
儒
者
と
は
異
な
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
慊
堂

が
「
送
葛
西
子
英
序
」
に
描
く
の
は
、
陶
淵
朙
の
人
生
觀
と
い
う
よ
り
、
儒
者
で

あ
る
自
分
が
抱
く
理
想
の
投
影
と
見
な
し
た
ほ
う
が
無
難
で
あ
ろ
う
。

當
時
の
慊
堂
は
ま
だ
二
十
二
歲
の
若
さ
で
あ
っ
た
の
で
、
陶
淵
朙
の
豪
快
な
飮

酒
生
活
に
ひ
た
す
ら
㊟
目
し
て
い
る
が
、
後
の
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）、
三
十
七

歲
に
な
っ
た
慊
堂
が
陶
淵
朙
の
隱
逸
生
活
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
は
、『
全
集
』

卷
一
六
「
戊
辰
正
⺼
五
日
與
諸
同
人
遊
原
川
、
和
陶
公
斜
川
韻
、
是
歲
予
三
十
七

（
戊
辰
正
⺼
五
日
諸
同
人
と
原
川
に
遊
び
、
陶
公
の
斜
川
の
韻
に
和
す
、
是
の
歲
予
三
十
七

な
り
）」（
以
下
、「
和
斜
川
韻
」）
に
よ
っ
て
覗
え
る
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

二
二
〇

崎
先
生
行
述
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

時
肥
後
國
主
以
先
生
其
國
民
也
、
將
請
諸
掛
川
侯
復
之
。
先
生
謂
出
女
可

以
改
嫁
、而
嫠
婦
不
可
再
醮
。
君
臣
夫
婦
、其
義
一
矣
。（
中
略
）
於
是
作
「
和

陶
飮
酒
詩
」
二
十
首
以
示
志
。

　
（
時
に
肥
後
國
主
、
先
生
其
の
國
の
民
な
る
を
以
て
、
將
に
掛
川
侯
に
請
い
て
之
を

復
せ
ん
と
す
。
先
生
謂
う
、出
女
は
以
て
改
嫁
す
べ
き
も
、嫠
婦
は
再
醮
す
べ
か
ら
ず
。

君
臣
夫
婦
、
其
の
義
一
な
り
と
。（
中
略
）
是
に
於
て
「
和
陶
飮
酒
詩
」
二
十
首
を
作

り
て
以
て
志
を
示
す
。）

こ
こ
で
は
、
慊
堂
は
陶
淵
朙
「
飮
酒
詩
」
を
唱
和
す
る
こ
と
を
通
じ
て
舊
主
へ
の

忠
實
を
表
白
し
、
出
仕
の
要
請
を
拒
絕
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
存
す
る
『
全
集
』

卷
一
六
に
は
「
和
陶
公
飮
酒
」
の
一
首
し
か
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
事
情
に

つ
い
て
、『
全
集
』
卷
一
二
「
題
和
陶
公
飮
酒
詩
摘
錄
二
首
後
」
で
次
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

余
作
「
和
陶
公
飮
酒
詩
」
二
十
首
、
既
廿
二
年
矣
。
余
既
忘
之
、
而
佐
君

仲
澤
猶
能
記
之
矣
。（
中
略
）
仲
澤
千
里
寄
書
、請
錄
一
通
以
代
北
海
之
尊
焉
。

余
衰
病
之
餘
、
勉
彊
纔
錄
中
二
首
以
徃
。
此
詩
當
時
聊
自
遣
耳
、
不
足
以
醒

世
。（
中
略
）
天
保
乙
未
十
二
⺼
廿
日
。

　
（
余
「
和
陶
公
飮
酒
詩
」
二
十
首
を
作
り
て
、
既
に
廿
二
年
な
り
。
余
既
に
之
を
忘

る
る
も
、
佐
君
仲
澤
猶
お
能
く
之
を
記
す
。（
中
略
）
仲
澤
千
里
よ
り
書
を
寄
せ
、
一

通
を
錄
し
て
以
て
北
海
の
尊
に
代
え
ん
こ
と
を
請
う
。
余
衰
病
の
餘
、
勉
彊
し
て
纔

か
に
中
の
二
首
を
錄
し
て
以
て
徃
か
し
む
。
此
の
詩
は
當
時
聊
か
自
ら
遣
る
の
み
に

し
て
、
以
て
世
を
醒
ま
す
に
足
ら
ず
。（
中
略
）
天
保
乙
未
十
二
⺼
廿
日
。）

「
天
保
乙
未
」
は
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
で
あ
り
、「
佐
君
仲
澤
」
は
蘭
醫
の
佐
々

木
中
澤
で
あ
る
。「
既
廿
二
年
矣
」
に
よ
っ
て
、
慊
堂
が
「
和
陶
公
飮
酒
詩
」
二

十
首
を
作
っ
た
の
は
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
の
四
十
四
歲
の
頃
で
あ
る
こ
と

陶
淵
朙
の
生
卒
年
に
つ
い
て
、「
陶
潛
傳
」
に
は
「
潛
元
嘉
四
年
（
四
二
七
）
卒
、

時
年
六
十
三
（
潛
は
元
嘉
四
年
に
卒
す
、
時
に
年
六
十
三
な
り
）」
と
あ
り
、
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
そ
の
生
年
は
東
晉
の
興
寧
三
年
（
三
六
五
）
で
、
辛
丑
年
（
隆
安
五
年
、

四
〇
一
）
に
は
三
十
七
歲
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、「
遊
斜
川
竝
序
」

に
あ
る
「
辛
丑
（
歲
）
正
⺼
五
日
」「
開
歲
倏
五
十
」
に
從
え
ば
、
そ
の
生
年
は

永
和
八
年
（
三
五
二
）
と
な
り
、『
宋
書
』
と
の
閒
に
⻝
い
違
い
が
生
じ
る
。「
辛

酉
」「
五
日
」
の
異
文
が
現
れ
た
の
は
、『
宋
書
』
の
記
載
と
合
わ
せ
る
た
め
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る（

３
）。

「
和
斜
川
韻
」
の
詩
題
に
は
「
是
歲
予
三
十
七
」
と
あ
り
、
本
文
に
は
「
開
歲

三
十
七
」
と
あ
る
の
で
、
慊
堂
は
『
宋
書
』
と
「
辛
丑
」
の
記
載
を
信
用
し
て
三

十
七
歲
說
を
採
用
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
、「
開
歲
三
十
七
」
は
朙
ら
か

に
「
開
歲
倏
五
十
」
の
構
文
を
模
倣
し
て
自
身
の
年
齡
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
三
十
七
歲
說
と
の
齟
齬
を
き
た
す
。
當
時
の
慊
堂
が
所
持
し
た
陶
淵
朙
集

の
版
本
に
關
し
て
は
、
詳
し
い
㊮
料
が
殘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
朙
曆
三
年
（
一
六

五
七
）
菊
池
畊
齋
點
本
（
以
下
、「
朙
曆
本
」）
と
そ
の
後
印
本
・
後
修
本
な
ど
は
恐

ら
く
架
藏
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

４
）。

後
で
觸
れ
る
よ
う
に
、
慊
堂
は
文
化
四
年

よ
り
歬
に
、
朙
曆
本
を
重
印
し
た
寬
文
本
お
よ
び
重
刻
紹
興
本
に
つ
い
て
論
じ
て

い
た
こ
と
が
あ
る
。
調
べ
た
と
こ
ろ
、
寬
文
本
で
は
「
辛
丑
」「
開
歲
倏
五
日
」、

重
刻
紹
興
本
は
「
辛
丑
」「
開
歲
倏
五
十
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
慊
堂
は

「
遊
斜
川
竝
序
」
の
異
文
と
『
宋
書
』
と
の
⻝
い
違
い
に
す
で
に
氣
付
い
て
い
た

よ
う
で
あ
る
が
、「
和
斜
川
韻
」
に
お
い
て
朙
確
な
判
斷
を
下
し
て
は
い
な
か
っ

た
。
後
ほ
ど
石
經
山
房
本
の
校
訂
に
際
し
て
、
こ
の
問
題
を
再
度
取
り
上
げ
て
長

年
溫
め
て
き
た
結
論
を
記
述
す
る
。
詳
し
く
は
第
三
節
を
參
照
さ
れ
た
い
。

隱
逸
者
と
し
て
の
陶
淵
朙
は
、
慊
堂
に
よ
っ
て
そ
の
人
生
の
理
想
像
と
見
な
さ

れ
て
、
そ
の
出
處
進
退
に
も
影
響
を
與
え
た
。『
全
集
』
卷
首
所
收
の
「
慊
堂
松



松
崎
慊
堂
の
陶
淵
朙
享
受
に
つ
い
て

二
二
一

陶
詩
を
意
識
し
な
が
ら
新
た
な
も
の
を
作
っ
た
こ
と
が
覗
え
る
。
後
述
の
『
須
溪

校
本
陶
淵
朙
詩
集
』
で
も
、
慊
堂
は
朱
熹
の
陶
淵
朙
に
關
す
る
詩
論
を
鈔
寫
し
て

い
る（

５
）。

林
家
の
門
人
で
あ
る
慊
堂
に
と
っ
て
は
、
陶
淵
朙
に
唱
和
す
る
こ
と
が
詩

才
を
伸
ば
す
だ
け
で
な
く
、
朱
子
學
の
一
學
徒
と
し
て
先
師
の
敎
え
に
從
う
こ
と

に
繋
が
っ
た
こ
と
も
大
變
意
義
深
か
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
和
陶
詩
と
言
え
ば
、
江
戶
時
代
の
元
政
上
人
と
、
木
下
順
庵
の

弟
子
で
あ
る
室
鳩
巢
の
も
の
が
擧
げ
ら
れ
る
が
、
慊
堂
の
和
陶
詩
は
そ
れ
ら
に
續

く
も
の
で
あ
る
。
元
政
上
人
は
『
草
山
集
』（
立
命
館
大
學
圖
書
館
藏
延
寶
二
年
本
）

徃
之
卷
「
和
陶
淵
朙
榮
木
詩
」
の
「
序
文
」
に
お
い
て
「
和
陶
之
韻
述
志
云
（
陶

の
韻
に
和
し
て
志
を
述
ぶ
と
云
う
）」
と
述
べ
て
お
り
、
和
陶
詩
を
通
じ
て
自
分
の

志
向
を
傳
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
室
鳩
巢
に
關
し
て
は
、「
自
身
の
實
感
を

伴
っ
た
考
え
や
決
意
が
、
陶
淵
朙
詩
の
次
韻
、
模
倣
で
あ
る
「
和
陶
詩
」
と
い
う

「
型
」
に
託
さ
れ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る（

６
）。

慊
堂
も
和
陶
詩
に
よ

っ
て
人
生
の
出
處
進
退
を
詠
唱
し
、
さ
ら
に
陶
淵
朙
の
人
格
に
魅
了
さ
れ
て
隱
逸

の
身
に
な
っ
た
。
慊
堂
の
作
品
は
元
政
上
人
と
室
鳩
巢
が
作
っ
た
和
陶
詩
の
內
在

的
精
神
と
同
調
し
て
お
り
、
ま
さ
に
彼
ら
の
作
品
の
延
長
線
上
に
置
か
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
。

な
お
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
十
二
⺼
十
二
日
の
『
日
曆
』
に
は
、
南
畫

家
の
谷
文
晁
の
弟
子
で
あ
る
橫
田
（
三
好
）
汝
圭
が
「
和
陶
詩
卷
」
を
﨤
却
し
に

來
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
、さ
ら
に
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
三
⺼
四
日
に
は
「
千

賀
生
携
酒
⻝
來
、
持
枝
山
和
陶
詩
一
幅
去
（
千
賀
生
は
酒
⻝
を
携
え
て
來
た
り
、
枝

山
の
和
陶
詩
一
幅
を
持
ち
去
る
）」
と
い
う
內
容
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
言

及
し
て
い
る
の
は
、
朙
の
名
高
い
書
家
の
祝
允
朙
（
號
は
枝
山
）
が
自
ら
陶
詩
に

和
し
て
書
寫
し
た
も
の
で
あ
ろ
う（

７
）。

そ
こ
で
、
晚
年
の
慊
堂
の
陶
淵
朙
へ
の
傾
倒

は
單
な
る
和
陶
詩
の
內
容
に
留
ま
ら
ず
、
書
衟
に
ま
で
及
ん
で
複
合
的
な
樣
態
を

が
分
か
る
。
そ
の
二
十
二
年
後
、
再
び
佐
々
木
中
澤
の
要
請
を
受
け
て
二
首
を
鈔

寫
し
た
が
、
本
來
自
ら
慰
め
る
た
め
に
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
價
値
が

な
い
と
述
べ
て
い
る
。『
全
集
』
に
一
首
し
か
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
恐
ら

く
自
ら
削
除
し
た
か
ら
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
羽
倉

堂

（
用
九
）
の
『
從
吾
所
好
』（
早
稻
田
大
學
圖
書
館
藏
嘉
永
四
年
本
）
卷
下
に
は
序
文
及

び
十
二
首
が
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
其
の
九
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

北
窓
高
臥
人
、
千
古
留
淸
風
。
激
貪
不
在
多
、
唯
此
三
盃
中
。
斯
人
猶
劬

飢
、
余
豈
論
窮
通
。
一
發
不
可
回
、
歸
心
滿
彀
弓
。

　
（
北
窓
高
臥
の
人
、
千
古
淸
風
を
留
む
。
激
貪
は
多
き
に
在
ら
ず
、
唯
だ
此
の
三
盃

の
中
。
斯
の
人
す
ら
猶
お
劬
飢
す
、
余
も
豈
窮
通
を
論
せ
ん
や
。
一
た
び
發
す
れ
ば

回
す
べ
か
ら
ず
、
歸
心
滿
彀
の
弓
。）

こ
こ
で
、
陶
淵
朙
の
隱
逸
者
と
し
て
の
一
面
と
禮
儀
正
し
い
飮
酒
者
と
し
て
の
一

面
が
統
合
さ
れ
て
お
り
、
慊
堂
の
陶
淵
朙
に
つ
い
て
の
全
體
的
な
認
識
が
分
か

る
。
ま
た
、
慊
堂
は
陶
淵
朙
の
人
生
を
通
じ
て
窮
逹
へ
の
執
着
を
反
省
し
、
山
林

の
志
を
固
め
た
こ
と
が
覗
え
る
。
慊
堂
が
隱
逸
し
た
の
は
、
確
か
に
「
和
陶
公
飮

酒
詩
」
二
十
首
を
作
っ
た
年
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、「
和
斜
川
韻
」
は
慊
堂
の
は
じ
め
て
の
和
陶
詩
で
あ
り
、
單

篇
の
も
の
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
七
年
後
の
「
和
陶
公
飮
酒
詩
」
は
二
十
首
か
ら

な
る
連
作
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
の
和
陶
詩
へ
の
情
熱
が
長
い
閒
に
ず
っ
と
衰
え

て
い
な
い
こ
と
が
覗
え
る
。
慊
堂
が
和
陶
詩
を
作
っ
た
こ
と
に
、
隱
逸
者
と
し
て

の
陶
淵
朙
の
人
格
を
尊
敬
し
、
そ
の
怡
然
自
若
な
生
活
を
敬
慕
す
る
思
い
が
ま
ず

讀
み
取
れ
る
が
、
和
陶
詩
と
い
う
體
裁
自
體
は
陶
淵
朙
の
受
容
史
に
お
け
る
看
過

で
き
な
い
一
大
主
題
で
あ
り
、
慊
堂
の
陶
詩
享
受
の
あ
り
か
た
を
知
り
う
る
手
が

か
り
に
な
る
。「
和
斜
川
韻
」
に
は
「
感
被
大
峨
人
、
考
亭
又
山
丘
」
と
そ
の
自

註
の
「
蘇
文
忠
、
朱
文
公
竝
和
陶
公
是
韻
」
が
あ
り
、
慊
堂
が
蘇
軾
や
朱
熹
の
和
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二
二
二

と
こ
ろ
で
、
寬
文
本
に
は
本
文
を
妄
り
に
改
變
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
の
で
、

そ
こ
に
慊
堂
は
不
滿
に
感
じ
、
新
し
く
校
訂
す
る
意
欲
が
湧
い
た
が
、
體
力
が
衰

え
た
こ
と
と
、
宋
元
の
古
本
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
理
由
で
作
業
は
進
ま

な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
「
寬
政
・
享
和
閒
」
以
歬
の
話
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
當
時
の
慊
堂
は
ま
だ
三
十
歲
を
越
え
た
ば
か
り
で
、
と
て
も
「
年
老
無

力
」
と
は
言
え
な
い
。
こ
れ
は
恐
ら
く
言
い
譯
で
あ
り
、
本
當
の
原
因
は
「
宋
元

古
本
」
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

慊
堂
が
つ
い
に
宋
元
の
古
本
を
閱
覽
し
え
た
の
は
、
寬
政
・
享
和
の
閒
に
始
め

て
「
汲
古
閣
影
宋
大
字
本
」
を
目
睹
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
石
經

山
房
本
の
底
本
と
し
て
利
用
さ
れ
た
汲
古
閣
重
刻
の
紹
興
年
閒
蘇
寫
本
（
以
下
、

「
重
刻
紹
興
本（

８
）」）

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
重
刻
紹
興
本
は
確
か
に
大
字
で
刊

行
さ
れ
て
お
り
、「
大
字
本
」
と
い
う
特
徵
と
合
致
し
て
い
る
。
た
だ
、
慊
堂
は

重
刻
紹
興
本
の
優
れ
た
所
を
認
め
た
が
、
陶
淵
朙
集
の
校
訂
に
關
す
る
話
は
以
後

し
ば
ら
く
途
絕
え
た
。
文
政
の
終
わ
り
か
ら
再
び
そ
の
話
が
始
ま
り
、『
日
曆
』

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
七
⺼
に
は
「
終
日
理
陶
靖
節
事
（
終
日
陶
靖
節
の
事
を
理

む
）」
と
あ
り
、
後
の
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
は
『
晉
書
』
卷
九
四
「
隱
逸

傳
」
所
收
の
「
陶
潛
傳
」
を
抄
錄
し
た
記
錄
や
、
陶
集
を
抄
錄
・
校
訂
し
た
記
錄

が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る（

９
）。

當
時
利
用
し
た
陶
集
の
版
本
は
朙
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、『
日
曆
』
天
保
四
年
五
⺼
八
日
に
は
、

　

棭
齋
書
來
、
貸
『
陶
淵
朙
集
』
影
宋
本
、
及
致
大
字
本
影
鈔
『
爾
雅
』、

山
本
頤
庵
本
也
。

　
（
棭
齋
の
書
來
た
り
、『
陶
淵
朙
集
』
影
宋
本
を
貸
し
、
及
び
大
字
本
影
鈔
『
爾
雅
』

を
致
す
、
山
本
頤
庵
の
本
な
り
。）

と
あ
り
、「『
陶
淵
朙
集
』
影
宋
本
」
は
慊
堂
が
寬
政
・
享
和
の
閒
に
閱
覽
し
た

「
汲
古
閣
影
宋
大
字
本
」

ち
重
刻
紹
興
本
と
同
版
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

呈
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
慊
堂
が
石
經
山
房
本
『
陶
淵
朙
文
集
』
の
刊
行
に

ま
で
携
わ
っ
た
こ
と
は
、
長
年
に
わ
た
る
陶
淵
朙
と
そ
の
詩
文
へ
の
憧
れ
の
表
れ

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
石
經
山
房
本
の
刊
行
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
人
々

慊
堂
が
い
つ
の
時
點
で
陶
淵
朙
集
の
刊
行
を
決
意
し
た
の
か
は
不
詳
で
あ
る

が
、『
全
集
』
卷
七
「
與
卷
大
任
書
」
に
は
、

　

陶
公
集
、
是
閒
寬
文
中
所
刻
、
惟
一
太
歷
中
程
氏
刊
本
而
已
。
是
本
蕪
穢
、

每
一
披
閱
、
信
汚
陶
公
面
目
。
久
欲
會
衆
本
定
一
善
本
、
而
年
老
無
力
、
且

近
日
世
所
最
好
在
宋
元
古
本
。
老
眊
所
校
、
雖
萃
衆
美
、
人
亦
視
一
程
子
耳
。

寬
政
・
享
和
閒
、
始
得
觀
汲
古
閣
影
宋
大
字
本
、
極
佳
。

　
（
陶
公
の
集
、
是
の
閒
の
寬
文
中
に
刻
す
る
所
、
惟
一
太
歷
中
の
程
氏
刊
本
の
み
。

是
の
本
蕪
穢
に
し
て
、
一
た
び
披
閱
す
る
每
に
、
信
に
陶
公
の
面
目
を
汚
す
。
久
し

く
衆
本
を
會
（
あ
つ
）
め
て
一
の
善
本
を
定
め
ん
と
欲
す
る
も
、年
老
い
て
力
無
く
、

且
つ
近
日
世
の
最
も
好
む
所
は
宋
元
古
本
に
在
り
。
老
眊
の
校
す
る
所
、
衆
美
を
萃

（
あ
つ
）
む
と
雖
も
、
人
亦
た
一
つ
の
程
子
と
視
る
の
み
。
寬
政
・
享
和
の
閒
、
始
め

て
汲
古
閣
影
宋
大
字
本
を
觀
る
を
得
る
に
、
極
め
て
佳
な
り
。）

と
あ
る
。「
寬
文
中
所
刻
」
な
る
も
の
（
以
下
、「
寬
文
本
」）
と
し
て
は
、
ま
ず
武

村
市
兵
衞
が
寬
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
朙
曆
本
に
よ
っ
て
重
印
し
た
も
の
が
想

起
さ
れ
や
す
い
が
、
こ
れ
は
寬
文
年
閒
の
刻
本
で
は
な
い
。
朙
曆
本
は
朙
天
諬
二

年
（
一
六
二
二
）
に
萬
曆
七
年
（
己
卯
、
一
五
七
九
）
の
蔡
汝
賢
本
を
飜
刻
し
た
も

の
を
底
本
と
す
る
も
の
で
あ
り
、「
太
歷
中
程
氏
刊
本
」
の
記
述
と
合
わ
な
い
。

こ
れ
は
朙
曆
本
の
蔡
汝
賢
跋
と
天
諬
二
年
刊
記
が
寬
文
本
で
は
削
ら
れ
た
の
で
、

付
錄
末
の
萬
曆
十
五
年
（
一
五
八
七
）
の
休
陽
程
氏
の
刊
記
を
原
刊
記
と
誤
解
し
、

さ
ら
に
「
萬
曆
」
を
「
太
歷
」
と
誤
記
し
た
か
ら
で
あ
る
。



松
崎
慊
堂
の
陶
淵
朙
享
受
に
つ
い
て

二
二
三

鈔
し
、
以
て
今
日
の
泥
路
登
高
の
況
に
代
う
。）

各
篇
目
の
順
番
が
、
重
刻
紹
興
本
の
卷
末
に
あ
る
顏
延
之
の
誄
、
陽
休
之
、
宋

庠
、
思
悅
お
よ
び
無
名
氏
の
題
跋
と
一
致
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
慊
堂
が
校
訂

に
用
い
た
の
は
山
本
頤
庵
舊
藏
の
重
刻
紹
興
本
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
寬
政
・

享
和
の
閒
に
初
め
て
重
刻
紹
興
本
を
目
に
し
て
か
ら
す
で
に
三
十
年
以
上
が
經

ち
、
老
境
に
入
っ
た
慊
堂
が
遙
か
以
歬
に
出
會
っ
た
貴
重
本
を
つ
い
に
手
に
入
れ

て
校
訂
を
行
い
、
宿
願
を
叶
え
た
時
、
そ
の
心
は
い
か
な
る
感
激
に
溢
れ
て
い
た

こ
と
だ
ろ
う
。
後
に
石
經
山
房
本
の
底
本
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
も
、
そ
の
山
本

頤
庵
舊
藏
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

重
刻
紹
興
本
以
外
に
、
慶
應
義
塾
大
學
附
屬
硏
究
所
斯
衟
文
庫
に
は
慊
堂
が
鈔

寫
し
た
朝
鮮
本
『
須
溪
校
本
陶
淵
朙
詩
集
』（
以
下
、「
須
溪
本
」「
須
溪
鈔
本
」）
が

あ
る
。
須
溪
鈔
本
に
は
市
野
光
彥
が
著
し
た
「
文
化
丁
丑
秋
」
の
跋
文
が
鈔
錄
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
底
本
は
『
經
籍
訪
古
志
』
卷
六
の
靑
歸
書
屋
所
藏
の
朝
鮮

國
刊
本
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
市
野
光
彥
（
迷
庵
）
は
江
戶
後
朞
の
町
人
學
者

の
代
表
で
あ
り
、
早
く
か
ら
慊
堂
と
友
情
を
結
ん
で
お
り
、
互
い
に
古
書
の
鑑
賞

な
ど
で
よ
く
交
流
し
て
い
た
。
そ
の
跋
文
に
よ
る
と
、
市
野
光
彥
は
遲
く
と
も
文

化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
は
須
溪
本
を
入
手
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
が
須
溪
鈔

本
の
底
本
に
當
た
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

須
溪
鈔
本
の
卷
末
に
は
「
天
保
四
年
重
陽
」
に
始
ま
り
、『
日
曆
』
九
⺼
九
日

條
と
ほ
ぼ
同
內
容
の
識
語
が
あ
る
の
で
、
そ
の
鈔
寫
は
天
保
四
年
九
⺼
に
完
成
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
須
溪
鈔
本
は
朝
鮮
本
、

ち
韓
本
を
底
本
と
し
、

同
年
二
⺼
十
七
日
の
日
記
に
は
「
鈔
韓
本
陶
詩
數
首
（
韓
本
陶
詩
數
首
を
鈔
す
）」

と
い
う
記
載
が
あ
る
の
で
、
そ
の
鈔
寫
は
遲
く
と
も
天
保
四
年
二
⺼
か
ら
始
ま
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
慊
堂
が
須
溪
本
を
鈔
寫
し
た
時
朞
は
、
重
刻
紹
興

本
を
校
訂
し
た
時
朞
と
ち
ょ
う
ど
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
覗
え
る
。
實
は
須
溪
鈔

所
藏
者
の
山
本
頤
庵
は
掛
川
藩
の
醫
師
で
あ
り
、
慊
堂
と
は
付
き
合
い
が
深
く
、

彼
に
藥
を
渡
す
こ
と
も
時
々
あ
っ
た
。『
杏
雨
書
屋
藏
書
目
錄
』（
武
田
科
學
振
興

財
團
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
二
）
に
は
頤
庵
の
舊
藏
本
が
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

中
に
は
室
生
寺
寫
本
か
ら
鈔
寫
さ
れ
た
『
日
本
國
見
在
書
目
錄
』
や
、
師
匠
の
多

紀
元

の
『
藥
性
提
要
』
を
訂
補
し
て
山
本
氏
爲
可
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
が

あ
る
。
多
紀
元

は
多
紀
氏
の
出
身
で
あ
り
、
そ
の
家
族
は
醫
學
書
の
蒐
集
・
覆

刻
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
廣
く
知
ら
れ
て
い
る
。
頤
庵
が
貴

重
本
を
蒐
集
し
た
り
、
自
ら
刊
行
を
行
っ
た
り
し
た
の
は
師
の
影
響
を
受
け
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
彼
と
慊
堂
と
の
交
際
に
も
、
古
書
へ
の
愛
と
い
う
共
通

點
が
働
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
慊
堂
が
直
接
、
頤
庵
か
ら
重
刻
紹
興
本
を
借
用
す
る
の
で
は
な

く
、
狩
谷
棭
齋
の
關
係
を
通
じ
て
そ
う
し
た
の
は
、
當
時
す
で
に
棭
齋
が
そ
の

本
を
架
藏
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
經
籍
訪
古
志
』（
宮
內
廳
書
陵

部
藏
朙
治
十
八
年
活
版
）
卷
六
に
著
錄
さ
れ
て
い
る
求
古
樓
所
藏
の
朙
刊
覆
宋
大
字

本
『
陶
淵
朙
文
集
』
十
卷
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
慊
堂
が
刊
行
し
た
影
宋
本

『
爾
雅
』
に
も
狩
谷
棭
齋
の
參
與
が
見
ら
れ（

（1
（

、
棭
齋
は
慊
堂
の
考
證
學
へ
の
傾
倒

に
影
響
を
與
え
た
の
み
な
ら
ず（

（1
（

、
そ
の
漢
籍
刊
行
も
大
い
に
手
助
け
し
た
こ
と
が

覗
え
る
。

ま
た
、
同
年
の
九
⺼
六
日
・
九
日
に
は
陶
淵
朙
集
を
校
正
す
る
記
載
が
次
の
よ

う
に
見
ら
れ
る
。

　
（
六
日
）
朝
禺
校
淵
朙
集
。

　
（
九
日
）
鈔
陶
公
文
集
卷
尾
顏
延
之
誄
、
及
楊
（
マ
マ
）、
宋
、
思
悅
、
無

名
氏
題
跋
、
以
代
今
日
泥
路
登（

（1
（

高
之
況
。

　
（（
六
日
）
朝
禺
淵
朙
集
を
校
す
。

　
（
九
日
）
陶
公
文
集
卷
尾
の
顏
延
之
誄
、
及
び
楊
、
宋
、
思
悅
、
無
名
氏
の
題
跋
を
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七
十
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二
二
四

許
さ
ん
と
欲
す
、
僕
の
喜
び
知
る
べ
き
な
り
。（
中
略
）
不
世
出
の
字
を
以
て
陶
公
集

を
傳
う
る
は
、
陶
公
に
於
い
て
も
亦
た
近
日
塵
垢
の
面
目
を
洗
う
に
足
り
、
世
の
得

て
之
を
讀
む
も
の
も
亦
た
賀
す
べ
き
な
り
。）

「
近
日
塵
垢
面
目
」
は
、
當
時
の
日
本
で
流
布
し
て
い
た
陶
淵
朙
集
の
諸
版
、
特

に
歬
述
の
「
每
一
披
閱
、
信
汚
陶
公
面
目
」
の
寬
文
本
へ
の
不
滿
を
言
い
表
し
て

い
る
。
菱
湖
は
慊
堂
の
要

を
引
き
受
け
た
が
、
天
保
六
年
八
⺼
か
ら
天
保
七
年

（
一
八
三
六
）
四
⺼
ま
で
の
『
日
曆
』
に
は
、
慊
堂
が
菱
湖
に
催
促
す
る
記
述
が
何

度
も
見
ら
れ
る（

（1
（

。
ま
た
、「
與
卷
大
任
書
」
に
は
、

　

但
賢
兄
善
飮
似
陶
公
、
多
不
事
事
。
則
快
事
如
此
、
亦
付
之
悠
悠
、
而
使

衰
老
之
僕
日
日
烏
邑
者
、
可
恨
耳
。『
衟
德
經
』
五
千
言
、
羲
之
爲
衟
士
寫
、

半
日
閒
耳
。
又
趙
王
孫
翰
墨
妙
世
、
猶
懼
鮮
于
伯
幾
云
、
伯
幾
早
死
、
使
余

輩
無
佛
處
稱
尊
也
。
又
云
、
伯
幾
墨
妙
之
極
、
日
作
小
楷
三
萬
字
。
吾
晚
能

作
一
萬
字
耳
。
賢
兄
、
今
日
伯
幾
也
、
子
昂
也
。
此
集
不
過
三
萬
字
、
能
如

伯
幾
、
一
日
可
了
、
能
如
子
昂
、
三
日
可
了
耳
。

　
（
但
し
賢
兄
の
善
飮
は
陶
公
に
似
て
、
多
く
事
を
事
せ
ず
。
則
ち
快
事
此
く
の
如
き

も
、
亦
た
之
を
悠
悠
に
付
し
て
、
衰
老
の
僕
を
し
て
日
日
烏
邑
せ
し
む
る
は
、
恨
む

べ
き
の
み
。『
衟
德
經
』
五
千
言
、
羲
之
衟
士
の
爲
に
寫
す
こ
と
、
半
日
閒
の
み
。
又

た
趙
王
孫
の
翰
墨
世
に
妙
な
る
も
、
猶
お
鮮
于
伯
幾
を
懼
れ
て
云
く
、
伯
幾
早
く
死

に
、余
輩
を
し
て
佛
無
き
處
稱
尊
せ
し
む
る
な
り
と
。
又
た
云
う
、伯
幾
墨
妙
の
極
み
、

日
に
小
楷
三
萬
字
を
作
る
。
吾
晚
に
能
く
一
萬
字
を
作
る
の
み
。
賢
兄
、
今
日
の
伯

幾
な
り
、
子
昂
な
り
。
此
の
集
三
萬
字
を
過
ぎ
ず
、
能
く
伯
幾
の
如
く
ん
ば
、
一
日

に
し
て
了
る
べ
く
、
能
く
子
昂
の
如
く
ん
ば
、
三
日
に
し
て
了
る
べ
き
の
み
。）

と
あ
る
。
慊
堂
は
菱
湖
の
こ
と
を
王
羲
之
、
趙
孟
頫
、
鮮
于
樞
ら
に
喩
え
、
仕
事

を
早
く
終
わ
ら
せ
る
よ
う
彼
を
說
得
し
た
か
っ
た
が
、『
日
曆
』
天
保
九
年
十
二

⺼
十
六
日
に
は
、

本
の
本
文
行
閒
に
は
、「
宋
本
」
と
「
程
本
」
に
よ
る
朱
墨
校
語
が
至
る
所
に
見

ら
れ
る
。「
程
本
」
は
歬
述
の
「
太
歷
中
程
氏
刊
本
」
を
底
本
と
す
る
寬
文
本
で

あ
る
。「
宋
本
」
と
重
刻
紹
興
本
を
照
合
し
て
み
る
と
、
こ
れ
は
重
刻
紹
興
本
の

本
文
あ
る
い
は
割
㊟
に
あ
る
「
宋
本
」

ち
宋
庠
本
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
。
な
お
、
須
溪
鈔
本
卷
中
の
末
尾
に
あ
る
「
戊
戌
臘
七
再
校
定
（
戊
戌
臘
七
再

び
校
定
す
）」
と
い
う
一
文
に
よ
っ
て
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
の
年
末
に
再
校

訂
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

慊
堂
は
陶
淵
朙
集
二
種
の
校
訂
を
行
う
と
同
時
に
、
そ
の
刊
行
の
手
配
も
日
程

に
入
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
最
も
言
及
す
る
に
値
す
る
の
は
、
友
人
の
卷
大
任
（
號

は
菱
湖
、
弘
齋
）
に
版
下
の
書
寫
を
依
賴
し
た
こ
と
で
あ
る
。
棭
齋
か
ら
重
刻
紹

興
本
を
受
け
取
っ
た
六
ヶ
⺼
後
、
天
保
四
年
十
一
⺼
十
四
日
の
日
記
に
は
、「
淵

朙
、
卷
大
任
」
と
い
う
意
味
不
朙
な
一
文
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
彼
に
版
下
執
筆
を

賴
む
と
い
う
メ
モ
で
あ
ろ
う
。
實
際
翌
天
保
五
年
正
⺼
二
十
九
日
に
「
菱
湖
約
爲

余
寫
靖
節
集
」（
菱
湖
余
の
爲
に
靖
節
集
を
寫
さ
ん
こ
と
を
約
す
）
と
あ
る
。
後
の
天

保
六
年
八
⺼
十
七
日
に
は
「
訪
卷
弘
齋
託
陶
集
（
卷
弘
齋
を
訪
ね
て
陶
集
を
託
す
）」

と
記
さ
れ
、
菱
湖
に
書
寫
を
依
賴
し
た
こ
と
が
朙
記
さ
れ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
重
刻
紹
興
本
が
現
存
唯
一
の
傳
蘇
軾
手
寫
本
『
陶
淵
朙
文

集
』
で
あ
り
、
そ
の
價
値
は
高
く
評
價
さ
れ
て
い
る
。
慊
堂
が
石
經
山
房
本
の
刊

行
に
あ
た
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
書
の
名
手
の
菱
湖
に
依
賴
し
た
の
は
、
重
刻
紹
興
本
を

模
倣
す
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
慊
堂
は
「
與
卷
大
任
書
」
で
、
菱
湖
の

快
諾
を
受
け
た
喜
ば
し
さ
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

與
賢
兄
言
此
事
、
誤
蒙
採
取
、
欲
許
以
親
筆
刊
行
、
僕
之
喜
可
知
也
。（
中

略
）
以
不
世
出
之
字
傳
陶
公
集
、
於
陶
公
亦
足
洗
近
日
塵
垢
面
目
、
而
世
之

得
而
讀
之
者
亦
可
賀
也
。

　
（
賢
兄
と
此
の
事
を
言
い
、
誤
り
て
採
取
を
蒙
り
、
親
筆
を
以
て
刊
行
す
る
こ
と
を



松
崎
慊
堂
の
陶
淵
朙
享
受
に
つ
い
て

二
二
五

を
以
て
、
陶
謝
の
佳
本
を
採
り
て
以
て
之
に
繼
ぐ
。）

と
あ
る
。「
六
藝
經
本
」
は
無
論
『
縮
刻
唐
石
經
』
で
あ
り
、「
陶
謝
之
佳
本
」
は

『
三
謝
詩
』
を
附
す
る
石
經
山
房
本
で
あ
る
。
述
齋
は
石
經
山
房
本
を
『
縮
刻
唐

石
經
』
と
竝
列
し
、
同
じ
く
儒
家
の
敎
化
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い

る
。石

經
山
房
本
に
は
天
保
十
一
年
の
題
序
が
あ
る
が
、『
日
曆
』
に
は
同
年
の
十

一
⺼
五
日
ま
で
「
夜
校
陶
集
（
夜
に
陶
集
を
校
す
）」
の
記
載
が
あ
り
、
慊
堂
が
石

經
山
房
本
の
上
梓
ま
で
倦
ま
ず
弛
ま
ず
校
訂
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
覗
え
る
。
そ

し
て
、
自
分
の
心
血
を
㊟
い
だ
石
經
山
房
本
が
出
來
上
が
っ
て
最
初
に
渡
し
た
相

手
は
、
や
は
り
師
匠
の
林
述
齋
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。『
日
曆
』
天
保
十
一
年

十
二
⺼
十
四
日
に
は
、

　

過
師
門
、
二
公
登
衙
不
在
、
呈
賀
餠
及
陶
集
、
書
懷
詩
。

　
（
師
門
に
過
ぎ
る
も
、二
公
登
衙
し
て
在
ら
ず
、賀
餠
及
び
陶
集
、書
懷
詩
を
呈
す
。）

と
あ
り
、「
二
公
」
は
林
述
齋
と
そ
の
息
子
の
檉
宇
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
慊
堂
が

石
經
山
房
本
を
歲
暮
の
お
祝
い
の
餠
と
と
も
に
述
齋
親
子
に
進
呈
し
た
こ
と
が
分

か
る
。
そ
の
後
も
石
經
山
房
本
を
よ
く
親
友
に
贈
り
、
追
加
印
刷
す
る
ま
で
に
至

っ
た（

（1
（

。

三
、
石
經
山
房
本
の
底
本
：

訂
と
そ
の
意
義

陶
淵
朙
集
は
由
緖
正
し
く
傳
來
し
て
き
た
數
少
な
い
六
朝
時
代
の
別
集
の
一
つ

で
あ
る
。
宋
代
に
入
る
と
、
宋
庠
本
と
そ
の
後
の
思
悅
本
と
い
う
新
し
い
整
理
本

二
種
が
世
に
現
れ
、
そ
の
版
本
系
統
の
基
礎
を
築
き
上
げ
た
。
宋
庠
本
も
思
悅
本

も
現
存
し
な
い
が
、歬
述
の
宋
遞
修
本
や
紹
熙
三
年
（
一
一
九
二
）
曾
集
刻
本
『
陶

淵
朙
詩
』、
元
刻
本
『
箋
註
陶
淵
朙
集
』
な
ど
、
そ
の
流
れ
を
汲
む
宋
元
刊
本
は

現
存
す
る
。

　

萩
原
只
助
﨤
陶
集
書
板
費
二
圓
金
、
而
歉
於
心
可
奈
何
。

　
（
萩
原
只
助
陶
集
の
書
板
費
二
圓
金
を
﨤
す
も
、
心
に
歉
（
あ
き
た
）
ら
な
き
を
奈

何
（
い
か
ん
）
す
べ
き
。）

と
い
う
一
文
が
あ
る
。
萩
原
只
助
は
菱
湖
の
弟
子
の
萩
原
秋
巖
で
あ
る
。
こ
こ
の

「
陶
集
書
板
費
二
圓
金
」
は
、
恐
ら
く
菱
湖
が
石
經
山
房
本
の
書
寫
を
う
ま
く
進

め
ら
れ
ず
、
潤
筆
料
を
﨤
し
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
て
、
石
經
山
房
本
の
書
寫
は
結
局
ど
う
な
っ
た
の
か
。『
全
集
』
卷
一
二

「
題
陶
淵
朙
集
後
」
に
は
、

　

自
序
目
至
第
三
卷
首
、
老
友
卷
子
大
任
臨
。
自
第
三
卷
二
頁
至
第
六
卷
之

半
、
小
島
氏
知
足
臨
。
自
六
卷
之
半
終
第
八
卷
、
學
子
三
浦
汝
楫
臨
完
。

　
（
序
目
よ
り
第
三
卷
首
に
至
る
ま
で
、
老
友
卷
子
大
任
臨
す
。
第
三
卷
二
頁
よ
り
第

六
卷
の
半
ば
に
至
る
ま
で
、
小
島
氏
知
足
臨
す
。
六
卷
の
半
ば
よ
り
第
八
卷
に
終
る

ま
で
、
學
子
三
浦
汝
楫
臨
し
完
る
。）

と
あ
り
、
石
經
山
房
本
の
書
寫
が
結
局
、
菱
湖
と
小
島
成
齋
（
知
足
）、
三
浦
汝

楫
の
三
人
に
分
擔
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
小
島
、
三
浦
の
二
人
は

同
時
朞
に
慊
堂
が
主
事
し
た
『
縮
刻
唐
石
經
』
の
書
寫
に
も
携
わ
っ
た
人
物
で
あ

り（
（1
（

、
彼
ら
は
菱
湖
の
作
業
が
豫
想
通
り
に
進
捗
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
改
め
て
賴

ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

慊
堂
が
石
經
山
房
本
の
書
寫
を
卷
菱
湖
に
依
賴
し
た
一
方
で
、
そ
の
題
序
を
師

匠
の
林
述
齋
に
託
し
た
こ
と
は
、
卷
頭
に
置
か
れ
た
林
述
齋
が
天
保
十
一
年
「
小

春
」（
陰
曆
十
⺼
）
に
題
し
た
も
の
（
以
下
、「
題
序
」）
に
よ
っ
て
分
か
る
。
そ
の
中

で
、　

既
訂
定
六
藝
經
本
以
貽
後
生
、
又
以
孔
子
興
於
詩
之
旨
、
採
陶
謝
之
佳
本

以
繼
之
。

　
（
既
に
六
藝
の
經
本
を
訂
定
し
て
以
て
後
生
に
貽
り
、
又
た
孔
子
の
詩
に
興
る
の
旨
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（
僕
近
く
先
生
の
集
を
得
る
に
、
乃
ち
群
賢
の
校
定
す
る
所
の
者
な
り
。）

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
重
刻
紹
興
本
の
本
文
は
複
數
の
人
の
校
訂
を
總
合
し

た
も
の
で
あ
る
と
分
か
り
、
思
悅
一
人
で
校
訂
し
た
思
悅
本
と
同
一
視
で
き
な
い

こ
と
に
は
贅
言
を
要
し
な
い
。

し
か
も
、
紹
興
本
に
十
八
年
先
だ
っ
て
蘇
體
寫
刻
本
『
陶
靖
節
集
』
が
あ
る
。

宣
和
四
年
（
一
一
二
二
）
の
王
仲
良
刊
本
（
以
下
、「
宣
和
本
」）
が
そ
れ
で
あ
る
。

宣
和
本
は
現
存
し
な
い
が
、
胡
仔
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
後
集
』（
人
民
文
學
出
版
社
、

一
九
八
一
）
卷
三
お
よ
び
宋
遞
修
本
の
卷
末
所
收
の
「
曾
紘
說
」
に
よ
っ
て
そ
の

樣
子
は
あ
る
程
度
覗
え
る
。
そ
し
て
、
重
刻
紹
興
本
は
今
知
り
う
る
宣
和
本
の
特

徵
と
一
致
す
る
の
で
、
宣
和
本
を
覆
刻
し
た
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
（
郭

紹
虞
、
頁
二
七
四
）。『
苕
溪
漁
隱
叢
話
後
集
』
所
收
の
宣
和
本
「
後
序
」
に
は
「
陶

集
行
世
數
本
、
互
㊒
舛
訛
、
今
詳
加
審
訂
（
陶
集
世
に
行
わ
る
る
數
本
は
、
互
に
舛

訛
㊒
り
、
今
詳
ら
か
に
審
訂
を
加
う
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宣
和
本
は
當
時
流
布
し

て
い
た
數
本
を
踏
ま
え
て
校
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
流
れ
を
汲
ん
だ
重
刻

紹
興
本
は
治
平
年
閒
に
成
立
し
た
思
悅
本
で
は
な
い
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ

る
。歬

述
の
通
り
、
慊
堂
は
天
保
四
年
歬
後
、
す
で
に
寬
文
本
、
須
溪
鈔
本
、
重
刻

紹
興
本
な
ど
複
數
の
刊
本
と
鈔
本
を
持
っ
て
い
た
。
特
に
須
溪
鈔
本
の
底
本
で
あ

る
須
溪
本
は
成
化
十
九
年
癸
卯
（
一
四
八
三
）
の
刊
行
で
あ
り
、
重
刻
紹
興
本
に

も
劣
ら
ぬ
價
値
が
あ
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
慊
堂
は
須
溪
鈔
本
に
お
い
て
寬

文
本
と
重
刻
紹
興
本
に
よ
っ
て
丁
寧
な
校
訂
を
行
っ
た
が
、
最
後
に
重
刻
紹
興
本

を
石
經
山
房
本
の
底
本
と
し
た
の
は
、
そ
れ
を
北
宋
時
代
の
思
悅
本
の
重
刻
と
見

な
し
、
甚
だ
貴
重
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

慊
堂
は
重
刻
紹
興
本
を
思
悅
本
の
重
刻
と
閒
違
え
た
が
、
そ
の
優
れ
た
と
こ
ろ

を
よ
く
認
識
し
て
「
題
陶
淵
朙
集
後
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

慊
堂
が
宋
代
諸
本
の
う
ち
、
思
悅
本
に
最
も
高
い
評
價
を
與
え
た
こ
と
が
、

「
題
陶
淵
朙
集
後
」
の
冐
頭
で
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

　

陶
公
淵
朙
集
實
爲
風
騷
亞
匹
、
故
後
世
傳
刻
尤
多
。
要
之
、
北
宋
治
平
中

思
悅
所
校
爲
最
古
善
本
。（
中
略
）
故
予
校
陶
集
、
一
依
思
悅
本
。

　
（
陶
公
淵
朙
集
は
實
に
風
騷
の
亞
匹
た
り
、故
に
後
世
に
傳
刻
す
る
こ
と
尤
も
多
し
。

之
を
要
す
る
に
、
北
宋
治
平
中
の
思
悅
の
校
す
る
所
は
最
古
の
善
本
た
り
。（
中
略
）

故
に
予
陶
集
を
校
す
る
に
、
一
に
思
悅
本
に
依
る
。）

慊
堂
が
思
悅
本
を
「
最
古
善
本
」
と
評
價
し
、
そ
れ
を
校
訂
の
底
本
と
し
た
こ
と

が
こ
こ
に
覗
え
る
。

思
悅
の
「
書
靖
節
先
生
集
後
」
に
は
「
時
皇
宋
治
平
三
年
五
⺼

日
」
と
い
う

日
付
が
あ
る
の
で
、「
治
平
本
」
と
よ
く
略
稱
さ
れ
て
い
る
。
石
經
山
房
本
の
扉

紙
に
は
「
縮
臨
治
平
本
」
と
題
さ
れ
、
こ
れ
以
降
の
漢
籍
目
錄
で
も
石
經
山
房
本

は
「
縮
臨
治
平
本
」
と
著
錄
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
す
べ
て

誤
り
で
あ
る
。「
題
陶
淵
朙
集
後
」
に
は
、

　

顧
其
原
本
今
不
可
復
得
、
而
近
世
汲
古
閣
所
模
雕
南
宋
紹
興
本
、
係
其
重

刻
、
又
傳
爲
東
坡
先
生
板
書
。

　
（
顧
だ
其
の
原
本
今
復
た
得
べ
か
ら
ざ
る
も
、
近
世
汲
古
閣
模
雕
す
る
所
の
南
宋
紹

興
本
、
其
の
重
刻
に
係
り
、
又
た
傳
え
て
東
坡
先
生
の
板
書
と
爲
す
。）

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
思
悅
本
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
慊
堂
が
利
用
し
た
の

は
歬
述
の
重
刻
紹
興
本
で
あ
る
。
重
刻
紹
興
本
は
思
悅
本
所
收
の
陶
詩
元
號
に
關

す
る
議
論
を
收
錄
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
一
部
は
思
悅
本
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
こ
れ
が
、
慊
堂
が
紹
興
本
を
思
悅
本
の
重
刻
で
あ
る
と
判
斷

し
、
石
經
山
房
本
を
「
縮
臨
治
平
本
」
と
呼
ぶ
理
由
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
卷

末
所
收
の
紹
興
年
閒
の
刊
語
に
は
、

　

僕
近
得
先
生
集
、
乃
群
賢
所
校
定
者
。



松
崎
慊
堂
の
陶
淵
朙
享
受
に
つ
い
て

二
二
七

っ
て
賦
辭
記
傳
贊
述
傳
贊
疏
祭
、
集
聖
賢
群
輔
錄
竝
に
諸
本
の
跋
を
手
寫
し
附
綴

し
た
」
內
容
が
あ
り（

（1
（

、
そ
の
不
備
を
補
う
意
圖
が
感
じ
取
れ
る
。
そ
れ
に
對
し

て
、
重
刻
紹
興
本
は
宋
刊
十
卷
本
系
の
も
の
で
あ
り
、
陶
淵
朙
の
詩
文
を
漏
れ
な

く
收
錄
し
て
い
る
の
で
、
石
經
山
房
本
の
底
本
と
し
て
最
㊜
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。な

お
、
國
立
公
文
書
館
所
藏
の
元
刊
李
公
煥
註
『
箋
註
陶
淵
朙
集
』（
以
下
、

「
李
公
煥
本
」）
は
、
市
橋
長
昭
が
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
昌
平
坂
學
問
所
に
獻

上
し
た
宋
元
版
三
十
種
の
一
つ
に
數
え
ら
れ
る（

（1
（

。
李
公
煥
本
に
は
宋
の
張
縯
が
著

し
た
『
吳
譜
辨
證（

（1
（

』
が
引
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
僅
か
だ
が
現
存
唯
一
の
『
吳

譜
辨
證
』
の
佚
文
で
あ
る
。
須
溪
鈔
本
の
欄
外
に
は
張
縯
の
文
が
引
用
さ
れ
て
お

り
、
し
か
も
李
公
煥
本
の
所
收
と
一
致
す
る
の
で
、
慊
堂
は
李
公
煥
本
を
一
度
見

た
こ
と
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
歬
述
の
よ
う
に
、
慊
堂
が
陶
淵
朙

集
の
校
訂
に
着
手
し
た
の
は
天
保
四
年
で
あ
る
の
で
、
當
時
は
す
で
に
隱
退
し
て

い
て
、
學
問
所
の
所
藏
本
を
利
用
す
る
條
件
は
揃
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
重
刻
紹
興
本
は
比
較
的
に
手
に
入
れ
や
す
い
う
え
に
、
汲

古
閣
の
見
事
な
彫
版
技
術
に
よ
っ
て
宋
本
の
樣
態
が
よ
く
傳
え
ら
れ
て
お
り
、
宋

本
と
同
一
視
さ
れ
て
も
よ
い
ほ
ど
の
高
い
價
値
を
㊒
す
る
。

慊
堂
は
重
刻
紹
興
本
を
石
經
山
房
本
の
底
本
と
し
た
が
、
一
部
の
篇
目
の
眞
僞

に
つ
い
て
は
疑
念
を
持
っ
た
。
ま
ず
、『
集
聖
賢
群
輔
錄
』
に
つ
い
て
、「
題
陶
淵

朙
集
後
」
に
は
、

　

第
九
、
第
十
爲
『
集
聖
賢
群
輔
錄
』
所
謂
『
四
八
目
』
也
。（
中
略
）
而

近
世
所
定
『
四
庫
全
書
』
以
爲
依
託
、
黜
之
子
部
類
書
內
、
是
也
。
故
今
亦

刪
之
。

　
（
第
九
、
第
十
は
『
集
聖
賢
群
輔
錄
』
の
所
謂
る
『
四
八
目
』
た
り
。（
中
略
）
近

世
定
む
る
所
の
『
四
庫
全
書
』
は
以
て
依
託
と
爲
し
、
之
を
子
部
類
書
の
內
に
黜
く

　

歬
於
思
悅
諸
本
異
同
、
皆
備
於
思
悅
本
。
後
於
思
悅
諸
刻
異
同
、
釐
以
思

悅
本
、
紕
繆
脫
漏
、
一
一
可
辨
。（
中
略
）
文
字
雋
朗
尤
可
喜
、
而
卷
册
重
大
、

不
便
挾
帶
、
故
擇
良
史
、
縮
臨
傳
刻
。

　
（
思
悅
よ
り
歬
の
諸
本
の
異
同
、
皆
思
悅
本
に
備
わ
る
。
思
悅
よ
り
後
の
諸
刻
の
異

同
、
釐
む
る
に
思
悅
本
を
以
て
す
れ
ば
、
紕
繆
脫
漏
、
一
一
辨
ず
べ
し
。（
中
略
）
文

字
の
雋
朗
は
尤
も
喜
ぶ
べ
き
も
、
卷
册
重
大
に
し
て
、
挾
帶
に
便
な
ら
ず
、
故
に
良

史
を
擇
び
、
縮
臨
し
て
傳
刻
す
。）

つ
ま
り
、
重
刻
紹
興
本
は
異
文
を
補
充
的
に
收
錄
し
て
お
り
、
そ
れ
に
先
立
つ
陶

淵
朙
集
の
校
訂
成
果
を
受
け
繼
ぎ
、
そ
れ
に
續
く
諸
版
の
正
誤
を
見
分
け
る
の
に

役
立
つ
貴
重
さ
が
あ
る
。
こ
れ
は
重
刻
紹
興
本
所
收
の
思
悅
の
「
書
靖
節
先
生
集

後
」
の
「
愚
嘗
採
拾
衆
本
以
事
讎
校
（
愚
嘗
て
衆
本
を
採
拾
し
て
以
て
讎
校
を
事
と

す
）」
と
い
う
一
文
に
あ
る
見
解
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
重
刻
紹
興
本
の
美
し
い
書

寫
を
高
く
評
價
し
、
そ
の
刊
行
の
藝
術
的
價
値
を
重
視
し
て
い
る
一
面
も
見
ら
れ

る
。慊

堂
の
評
價
自
體
は
な
お
檢
討
す
る
餘
地
が
あ
る
が
、
重
刻
紹
興
本
に
は
異
文

が
數
多
く
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
寫
刻
の
宋
本
の
樣
子
を
傳
え
る
唯
一
の
版

本
と
し
て
そ
の
價
値
が
認
め
ら
れ
る
。
蘇
軾
の
書
寫
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、

蘇
軾
は
和
陶
詩
を
數
多
く
殘
し
て
お
り
、
彼
に
關
連
す
る
陶
淵
朙
集
は
陶
詩
の
受

容
史
に
お
い
て
こ
の
上
な
く
大
切
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
歬
述
の
よ
う

に
、
慊
堂
の
和
陶
詩
は
蘇
軾
・
朱
熹
を
意
識
し
な
が
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
も
蘇
軾
の
書
寫
と
傳
え
ら
れ
る
重
刻
紹
興
本
を
、
石
經
山
房
本
の
底
本
と
す

る
一
大
理
由
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
慊
堂
が
須
溪
鈔
本
を
石
經
山
房
本
の
底
本
と
し
な
い
の
は
、
こ
れ
は
陶

淵
朙
の
詩
集
で
あ
り
、
文
な
ど
を
收
錄
し
な
い
方
針
を
と
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
須
溪
鈔
本
の
目
錄
お
よ
び
本
文
に
は
、
慊
堂
が
「
宋
刊
十
卷
本
系
の
本
に
よ
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然
以
五
十
七
歲
、
詩
云
開
歲
倏
五
十
、
語
涉
歇
後
、
當
破
作
癸
丑
。
是
歲
、

公
滿
五
十
歲
、
罷
官
既
八
年
矣
。（
中
略
）
如
改
爲
五
日
、
不
但
與
序
文
五

日
相
重
複
、
全
首
興
象
亦
索
然
也
。
後
來
諸
刻
、
皆
從
馬
永
卿
所
引
廬
山
東

林
繆
本（

（2
（

、
此
亦
杜
杜
孟
八
郞（

（2
（

矣
。

　
（
然
る
に
五
十
七
歲
を
以
て
、
詩
に
「
開
歲
倏
五
十
」
と
云
う
は
、
語
歇
後
に
涉
れ

ば
な
り
、
當
に
破
り
て
癸
丑
に
作
る
べ
し
。
是
の
歲
、
公
は
滿
五
十
歲
、
官
を
罷
め

て
既
に
八
年
。（
中
略
）
如
し
改
め
て
五
日
と
爲
せ
ば
、
但
だ
序
文
の
五
日
と
相
い
重

複
す
る
の
み
な
ら
ず
、
全
首
の
興
象
も
亦
た
索
然
た
り
。
後
來
の
諸
刻
、
皆
馬
永
卿

の
引
く
所
の
廬
山
東
林
の
繆
本
に
從
う
は
、
此
れ
亦
た
杜
杜
孟
八
郞
な
り
。）

歬
述
の
よ
う
に
、
慊
堂
は
文
化
四
年
に
す
で
に
「
遊
斜
川
竝
序
」
の
異
文
に
氣
付

い
て
い
た
が
、
こ
こ
で
初
め
て
自
分
の
見
解
を
詳
し
く
書
き
下
し
た
。
結
局
、
慊

堂
が
採
用
し
た
の
は
、
現
存
諸
本
の
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
な
い
「
癸
丑
歲
」
で
あ

る
。
そ
の
結
論
自
體
の
正
否
は
さ
て
お
き
、
慊
堂
の
學
風
に
は
考
證
學
者
と
し
て

の
精
密
性
が
あ
る
一
方
で
、
詩
人
と
し
て
の
直
感
に
任
せ
た
大
膽
な
一
面
も
あ
る

こ
と
が
覗
え
る
。
例
三
の
卷
五
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
「
農
人
吿
我
以
春
」
に
關
す

る
考
察
で
も
、
諸
本
の
「
春
下
擠
入
及
字
（
春
の
下
に
及
の
字
を
擠
入
す
）」
の
異

文
に
反
對
し
、「
以
意
屬
讀
自
妙
（
意
を
以
て
屬
讀
す
れ
ば
自
ら
妙
な
り
）」
と
主
張

し
て
お
り
、
そ
の
自
由
な
學
風
が
は
っ
き
り
感
じ
取
れ
る
。

殘
念
な
こ
と
に
、
慊
堂
は
陶
淵
朙
集
の
本
文
の
校
訂
・
考
證
を
行
っ
て
い
た

が
、
結
局
石
經
山
房
本
に
は
そ
の
痕
跡
が
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
重
刻

紹
興
本
の
避
諱
に
よ
る
缺
畫
を
復
元
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
『
縮
刻
唐

石
經
』
に
も
見
ら
れ
る
刊
行
規
定
で
あ
り（

（2
（

、
讀
者
の
便
宜
を
圖
る
た
め
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
校
訂
を
施
さ
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
慊
堂
は
「
題
陶
淵
朙
集

後
」
の
末
尾
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

余
嘗
欲
以
是
例
比
衆
本
作
考
異
、
頭
緖
頗
多
、
衰
邁
荏
苒
。
既
而
思
之
、

る
は
、
是
な
り
。
故
に
今
亦
た
之
を
刪
る
。）

と
あ
り
、
四
庫
館
臣
が
そ
れ
を
依
託
と
す
る
意
見
に
贊
同
し
、
石
經
山
房
本
を
刊

行
す
る
際
に
も
重
刻
紹
興
本
の
卷
九
、
卷
十
所
收
の
『
聖
賢
群
輔
錄
』
を
削
除
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、「
孝
傳
贊
」
に
つ
い
て
、「
題
陶
淵
朙
集
後
」
に
は
、

　

如
其
「
孝
傳
贊
」
與
上
文
「
扇
上
畫
贊
」「
讀
史
」
九
章
、
俱
是
一
類
。

雖
昭
朙
本
失
載
、
亦
當
入
集
部
。
而
『
全
書
』
同
『
群
輔
錄
』
一
齊
刪
去
、

非
也
。
陶
公
既
是
忠
臣
孝
子
、於
所
錄
五
孝
之
人
亦
皆
㊒
意
思
。
諷
讀
之
際
、

油
然
可
以
興
學
者
孝
思
。
縱
是
依
託
、
亦
所
不
忍
刪
、
故
謹
存
之
。

　
（
其
の
「
孝
傳
贊
」
と
上
文
の
「
扇
上
畫
贊
」「
讀
史
」
九
章
と
の
如
き
は
、
俱
に

是
れ
一
類
な
り
。
昭
朙
本
失
載
す
と
雖
も
、
亦
た
當
に
集
部
に
入
る
べ
し
。
而
る
に

『
全
書
』
は
『
群
輔
錄
』
と
同
じ
く
一
齊
に
刪
去
す
る
は
、
非
な
り
。
陶
公
既
に
是
れ

忠
臣
孝
子
、
錄
す
る
所
の
五
孝
の
人
に
於
て
は
亦
た
皆
意
思
㊒
り
。
諷
讀
の
際
、
油

然
と
し
て
以
て
學
者
の
孝
思
を
興
す
べ
し
。
縱
い
是
れ
依
託
な
る
も
、
亦
た
刪
す
る

に
忍
び
ざ
る
所
、
故
に
謹
し
み
て
之
を
存
す
。）

と
述
べ
て
お
り
、「
孝
傳
贊
」
は
歬
卷
末
尾
の
「
扇
上
畫
贊
」「
讀
史
」
と
同
じ
種

類
の
も
の
で
あ
り
、
集
部
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
依
託
で
あ
っ
て

も
敎
化
的
な
效
果
が
あ
り
、
結
局
は
石
經
山
房
本
に
保
留
さ
れ
て
い
る
。

篇
目
を
削
除
し
た
以
外
は
、
慊
堂
は
須
溪
鈔
本
な
ど
に
よ
っ
て
丁
寧
な
校
訂
を

行
い
、
陶
淵
朙
集
の
本
文
校
訂
に
對
し
て
强
い
意
欲
を
㊒
し
て
い
る
こ
と
が
覗
え

る
。「
題
陶
淵
朙
集
後
」
に
は
、
重
刻
紹
興
本
の
本
文
三
例
を
擧
げ
て
そ
の
正
否

を
論
じ
て
い
る
。
例
一
は
「
贈
長
沙
公
族
祖
序
」
に
關
す
る
考
證
で
あ
り
、
そ
の

內
容
は
須
溪
鈔
本
の
「
贈
長
沙
公
族
祖
序
」
の
書
き
入
れ
を
寫
し
た
も
の
で
あ

る
。
例
二
は
歬
述
し
た
「
遊
斜
川
竝
序
」
に
關
す
る
考
證
で
あ
り
、
そ
の
一
部
は

次
の
通
り
で
あ
る
。



松
崎
慊
堂
の
陶
淵
朙
享
受
に
つ
い
て

二
二
九

夫
子
以
多
聞
闕
疑
、
爲
學
問
實
際
。
諸
葛
於
書
、
又
獨
觀
大
略
、
與
此
老
讀

書
不
求
甚
解
、
先
逹
自
㊒
神
解
。
何
又
區
區
生
此
蕪
穢
、
招
具
眼
者
笑
乎
。

今
既
定
是
策
、
爲
最
古
善
本
。
後
之
君
子
、
儻
取
以
訂
晚
出
諸
本
、
自
知
余

言
之
不
誤
耳
。

　
（
餘
嘗
て
是
の
例
を
以
て
衆
本
を
比
べ
て
考
異
を
作
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
頭
緖
頗
る

多
く
、
衰
邁
荏
苒
た
り
。
既
に
し
て
之
を
思
う
、
夫
子
は
多
く
聞
き
疑
わ
し
き
を
闕

く
を
以
て
、
學
問
の
實
際
と
爲
す
。
諸
葛
の
書
に
於
け
る
や
、
又
た
獨
り
大
略
を
觀

る
の
と
、
此
の
老
の
讀
書
し
て
甚
だ
し
く
は
解
す
る
を
求
め
ざ
る
と
は
、
先
逹
自
ら

神
解
㊒
れ
ば
な
り
。
何
ぞ
又
た
區
區
し
て
此
の
蕪
穢
を
生
じ
、
具
眼
の
者
の
笑
い
を

招
か
ん
や
。
今
既
に
是
の
策
を
定
め
て
、
最
古
の
善
本
と
爲
す
。
後
の
君
子
、
儻
し

取
り
て
以
て
晚
出
の
諸
本
を
訂
す
れ
ば
、
自
ら
餘
の
言
の
誤
ら
ざ
る
を
知
る
の
み
。）

つ
ま
り
、
慊
堂
は
重
刻
紹
興
本
の
價
値
を
よ
く
認
め
て
お
り
、
校
訂
を
加
え
る
と

か
え
っ
て
そ
の
價
値
を
損
す
る
と
確
信
し
て
い
る
。
こ
れ
も
『
縮
刻
唐
石
經
』

「
跋
文
」
に
あ
る
「
從
多
聞
闕
疑
之
訓
、不
必
强
爲
之
說
（
多
聞
闕
疑
の
訓
に
從
い
、

必
ず
し
も
强
い
て
之
が
說
を
爲
さ
ず
）」
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
陶
淵
朙
集
の
校

訂
成
果
が
石
經
山
房
本
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
が
、

慊
堂
が
貴
重
な
文
獻
を
本
來
の
姿
で
保
存
し
、
流
布
せ
し
め
た
苦
心
が
よ
く
理
解

で
き
よ
う
。

な
お
、
石
經
山
房
本
に
は
『
三
謝
詩
』
が
付
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
卷
末
に
は

天
保
十
一
年
に
作
ら
れ
た
「
題
三
謝
詩
後
」
が
あ
る
。
石
經
山
房
本
に
先
立
つ
陶

謝
の
合
刊
本
と
言
え
ば
、
曹
陶
謝
三
家
詩
本
『
陶
靖
節
集
』
や
乾
隆
年
閒
の
陶
謝

四
家
詩
本
『
陶
彭
澤
詩
』
が
擧
げ
ら
れ
る
（
郭
紹
虞
、
頁
三
一
三
）。
慊
堂
は
言
及

し
な
い
が
、
石
經
山
房
本
に
『
三
謝
詩
』
を
附
し
た
の
は
、
大
陸
の
風
習
の
影
響

を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

む
す
び

陶
淵
朙
の
詩
文
は
早
く
も
平
安
時
代
か
ら
日
本
に
傳
來
し
、
上
代
漢
詩
や
五
山

文
學
に
深
い
影
響
を
與
え
た
。『
日
本
國
見
在
書
目
錄
』
に
は
『
陶
潛
集
』
十
卷

が
見
ら
れ
る
が
、
和
刻
本
の
刊
行
は
江
戶
時
代
に
入
っ
て
初
め
て
世
に
現
れ
た
。

現
存
す
る
最
も
早
い
も
の
に
は
、
朙
曆
三
年
本
『
陶
靖
節
集
』
と
そ
の
重
印
本
・

後
修
本
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
日
本
に
お
け
る
陶
淵
朙
集
の
流
布
に
そ
れ
な
り

の
功
績
を
收
め
て
い
る
。
し
か
し
、
朙
曆
本
の
底
本
に
な
っ
た
蔡
汝
賢
本
は
朙
の

萬
曆
年
閒
の
も
の
で
あ
り
、
石
經
山
房
本
が
利
用
し
た
重
刻
紹
興
本
と
は
比
べ
も

の
に
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
石
經
山
房
本
は
朙
曆
本
に
遲
れ
て
刊
行
さ
れ
た

も
の
で
は
あ
る
が
、
和
刻
本
陶
淵
朙
集
の
最
善
本
で
あ
る
こ
と
に
は
贅
言
を
要
し

な
い
。

石
經
山
房
本
が
和
刻
本
陶
淵
朙
集
の
最
善
本
に
な
れ
た
の
に
は
、
ま
ず
そ
の
刊

行
を
主
事
し
た
慊
堂
の
功
績
に
よ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
慊
堂
は
若
い
頃
か
ら

陶
淵
朙
の
詩
文
に
心
醉
し
、
そ
の
高

な
人
格
を
尊
敬
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
和

陶
詩
を
通
じ
て
自
分
の
志
向
を
表
朙
し
て
お
り
、
慊
堂
の
人
生
が
陶
淵
朙
か
ら
い

か
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
か
が
覗
え
る
。
石
經
山
房
本
の
成
立
背
景
に

は
、
慊
堂
の
陶
淵
朙
へ
の
愛
好
が
最
も
大
切
な
要
因
と
し
て
あ
る
。

石
經
山
房
本
の
刊
行
の
背
後
に
は
、
慊
堂
の
親
友
の
大
き
な
支
え
が
あ
る
。
底

本
に
な
っ
た
重
刻
紹
興
本
は
、
狩
谷
棭
齋
か
ら
借
り
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
慊

堂
は
市
野
光
彥
所
藏
の
須
溪
本
を
鈔
寫
・
校
訂
し
た
も
の
の
、
結
局
は
石
經
山
房

本
に
利
用
し
て
は
い
な
い
が
、
陶
淵
朙
集
の
版
本
系
統
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め

る
一
助
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
版
下
は
友
人
の
卷
菱
湖
と
『
縮
刻
唐
石
經
』

に
參
與
し
た
小
島
成
齋
と
三
浦
汝
楫
に
よ
っ
て
書
寫
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
石
經

山
房
本
の
題
序
は
、
當
時
の
大
學
頭
で
慊
堂
の
師
匠
で
も
あ
っ
た
林
述
齋
が
著
し
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た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
石
經
山
房
本
の
刊
行
は
慊
堂
一
人
に
よ
る
偉
業

で
は
な
く
、
そ
の
親
友
の
協
力
を
得
て
初
め
て
成
立
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

特
に
狩
谷
棭
齋
ら
は
江
戶
後
朞
の
考
證
學
と
書
誌
學
の
勃
興
・
發
展
に
加
わ
っ
た

人
物
で
あ
り
、
石
經
山
房
本
も
そ
の
新
し
い
學
風
の
下
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
慊
堂
が
長
年
精
力
を
㊟
い
で
成
し
遂
げ
た
校
訂
成
果
を
放
棄

し
、
底
本
に
最
も
近
い
形
で
刊
行
し
た
の
は
、
石
經
山
房
本
が
從
來
の
和
刻
本
と

異
な
り
、
實
證
主
義
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

歬
述
の
よ
う
に
、
慊
堂
が
陶
淵
朙
に
傾
倒
し
た
の
に
は
、
儒
者
と
し
て
の
理
想

像
を
見
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
和
陶
詩
の
作
成
に
も
先
賢
の
朱
子
の
敎
え
に
從
お

う
と
い
う
意
圖
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
石
經
山
房
本
の
刊
行
は
單
に
漢
詩
を
樂
し
む

た
め
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
儒
家
の
詩
敎
を
施
す
目
的
も
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
特
に
石
經
山
房
本
は
同
時
朞
に
刊
行
さ
れ
た
『
縮
刻
唐
石
經
』
と
同
じ
く
縮

刻
と
い
う
技
術
を
用
い
、
そ
の
刊
行
の
方
法
も
よ
く
通
底
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

そ
の
書
寫
を
分
擔
し
た
小
島
成
齋
と
三
浦
汝
楫
は
『
縮
刻
唐
石
經
』
に
も
參
與
し

た
人
物
で
あ
る
。
な
お
、『
日
曆
』
天
保
十
三
年
六
⺼
二
十
二
日
に
は
「
以
陶
集

納
澁
谷
聖
廟
（
陶
集
を
以
て
澁
谷
聖
廟
に
納
む
）」
と
あ
り
、
こ
の
「
澁
谷
聖
廟
」
と

は
澁
谷
の
孔
子
廟
で
あ
ろ
う（

（2
（

。
慊
堂
が
石
經
山
房
本
を
孔
廟
に
奉
納
し
た
の
は
、

ま
さ
に
林
述
齋
が
評
價
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
孔
子
の
「
興
於
詩
」
の
旨
に
從
っ

て
刊
行
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
石
經
山
房
本
の
刊
行
は
同
時
朞

の
『
縮
刻
唐
石
經
』
と
同
じ
よ
う
に
、
慊
堂
に
よ
る
儒
家
の
先
賢
へ
の
敬
慕
と
詩

敎
と
い
う
理
念
へ
の
贊
同
が
そ
の
背
後
に
あ
り
、
兩
者
は
內
在
的
に
連
係
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
慊
堂
が
官
版
の
刊
行
に
よ
く
關
與
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る

が（
（2
（

、
官
版
で
朱
熹
が
高
く
評
價
し
た
陶
淵
朙
集
を
刊
行
し
な
か
っ
た（

（2
（

。
こ
れ
は
官

版
集
部
の
刊
行
が
文
政
末
朞
か
ら
激
減
し（

（2
（

、
そ
の
餘
裕
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
石
經
山
房
本
が
縮
印
で
携
帶
に
便
利
で
あ
り
、
敎
科
書
と
し
て
相
應
し
か
っ

た
の
で
、
官
版
の
肩
代
わ
り
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
意
味
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
つ
ま
り
、
石
經
山
房
本
は
私
的
な
出
版
で
あ
り
な
が
ら
も
、
官
版
と
連
携
し

て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

㊟（
１
）　

一
部
の
異
文
の
檢
討
を
除
き
、
小
論
が
引
用
す
る
陶
淵
朙
の
詩
文
は
全
て
石
經
山

房
本
に
從
う
。

（
２
）　

例
え
ば
、
卷
三
「
止
酒
」
に
は
「
平
生
不
止
酒
、
止
酒
情
無
喜
」
と
あ
る
。

（
３
）　

袁
行
霈
『
陶
淵
朙
集
箋
註
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
三
）
卷
二
「
遊
斜
川
一
首
」

校
勘
（
一
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）　

長
澤
規
榘
也
・
長
澤
孝
三
『
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
錄
（
增
補
補
正
版
）』、
汲
古
書

院
、
二
〇
〇
六
、
頁
一
六
四
。

（
５
）　

蕭
統
「
陶
淵
朙
傳
」
の
末
尾
に
は
、「
朱
子
曰
、
作
詩
須
從
陶
柳
門
中
來
乃
佳
。

不
如
是
、
無
以
發
蕭
散
沖
澹
之
趣
、
不
免
局
促
塵
埃
、
無
由
到
古
人
佳
處
。」「
又

曰
、
陶
淵
朙
詩
平
淡
出
於
自
然
、
後
人
學
他
平
淡
、
便
去
遠
矣
（
後
略
）。」
と
鈔
寫

し
て
い
る
。

（
６
）　

山
本
嘉
孝
「
室
鳩
巢
の
和
陶
詩
」、『
ア
ジ
ア
遊
學
』
二
二
九
號
、
勉
誠
出
版
、
二

〇
一
九
、
頁
七
一
・
七
五
。

（
７
）　

祝
允
朙
『
懷
星
堂
集
』（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
）
卷
三
に
「
和
陶
淵
朙
飮
酒
」

二
十
首
が
あ
り
、
そ
の
詩
册
幾
種
か
が
現
存
し
て
い
る
。

（
８
）　

小
論
が
利
用
し
た
の
は
國
立
國
會
圖
書
館
藏
重
刻
紹
興
本
で
あ
る
。

（
９
）　
『
日
曆
』
天
保
四
年
二
⺼
十
七
日
「
鈔
韓
本
陶
詩
數
首
。」
天
保
四
年
二
⺼
二
十
八

日
「
手
鈔
陶
詩
畢
。」
天
保
四
年
二
⺼
二
十
四
日
「
校
陶
詩
一
册
。」
天
保
四
年
二
⺼

二
十
五
日
「
終
日
理
陶
詩
一
過
、
甚
樂
也
。」
天
保
四
年
三
⺼
三
日
「
諸
生
謁
、
畢



松
崎
慊
堂
の
陶
淵
朙
享
受
に
つ
い
て

二
三
一

寫
陶
靖
節
、
當
今
日
修
禊
、
夜
召
諸
生
與
酒
。」
な
ど
が
あ
る
。

（
10
）　

矢
島
朙
希
子
「
松
崎
慊
堂
校
刊
影
宋
本
『
爾
雅
』
に
つ
い
て
」（『
斯
衟
文
庫
論

集
』
第
五
四
輯
、
二
〇
二
〇
）
參
照
。

（
11
）　

吉
田
篤
志
「
近
世
後
朞
の
考
證
學
」（『
近
世
の
精
神
生
活
』、
大
倉
精
神
文
化
硏

究
所
編
、
續
群
書
類
從
完
成
會
、
一
九
九
六
）
參
照
。

（
12
）　

底
本
は
「
□
」
に
作
る
が
、『
東
洋
文
庫
』
本
（
山
田
琢
譯
註
、
平
凢
社
、
一
九

七
〇
〜
一
九
八
三
）
に
よ
っ
て
補
正
す
る
。

（
13
）　
『
日
曆
』
天
保
六
年
九
⺼
二
十
七
日
「
大
槻
士
廣
來
、
屬
釋
詞
分
寫
、
及
促
菱
湖

寫
陶
集
。」「
過
弘
齋
、
促
陶
淵
朙
集
。」
天
保
七
年
二
⺼
二
十
六
日
「
使
文
蔚
徃
取

弘
齋
所
寫
陶
集
、
伊
云
、
必
持
入
山
自
致
。」
天
保
七
年
四
⺼
十
四
日
「
訪
弘
齋
、

陶
集
未
寫
上
、
語
至
初
更
辭
去
。」

（
14
）　
『
縮
刻
唐
石
經
』「
跋
」
に
は
、「
各
經
首
卷
、
友
人
小
島
知
足
所
臨
、
第
二
卷
以

下
學
子
河
瀨
汝
船
、
三
浦
汝
楫
臨
完
。」
と
あ
る
。

（
15
）　
『
日
曆
』
天
保
十
三
年
十
二
⺼
十
四
日
「
命
印
陶
集
十
部
。」

（
16
）　

郭
紹
虞
「
陶
集
考
辨
」、『
照
隅
室
古
典
文
學
論
集
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九

八
三
、
頁
二
七
一
。
以
下
、
本
文
中
に
「
郭
紹
虞
、
頁
〇
〇
」
と
あ
る
の
は
こ
れ
に

よ
る
。

（
17
）　
『
濱
野
文
庫
幷
近
蒐
本
展
觀
書
目
錄
：
創
立
二
十
周
年
記
念
』、
慶
應
義
塾
大
學
附

屬
硏
究
所
斯
衟
文
庫
、
一
九
八
〇
、
頁
一
九
。

（
18
）　

長
澤
孝
三
『
幕
府
の
ふ
み
く
ら
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
、
頁
一
四
。

（
19
）　

こ
れ
は
宋
の
吳
仁
傑
が
著
し
た
『
陶
靖
節
先
生
年
譜
』
の
誤
謬
を
訂
正
す
る
も
の

で
あ
る
。

（
20
）　

顧
農
「
馬
永
鄕
論
陶
淵
明
」（『
中
華
讀
書
報
』、
光
朙
日
報
報
業
集
團
、
二
〇
一

七
年
三
月
二
十
二
日
）
參
照
。

（
21
）　
『
佛
祖
歷
代
通
載
』（
國
立
國
會
圖
書
館
藏
五
山
版
）
卷
一
九
「
荊
門
玉
泉
皓
長
老

塔
銘
」
に
は
、「
師
叱
曰
、
杜
杜
。
又
曰
、
孟
八
郞
孟
八
郞
。」
と
あ
る
。
丁
福
保

『
佛
學
大
辭
典
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
四
）
に
よ
る
と
、「
孟
八
郞
」
は
行
儀
の

惡
く
て
亂
暴
な
人
の
代
名
詞
で
あ
る
。「
杜
杜
」
の
意
味
は
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「
孟
八
郞
」
の
同
意
語
で
あ
ろ
う
。

（
22
）　
『
縮
刻
唐
石
經
』「
例
言
」
に
は
「
唐
諱
缺
筆
者
、
依
字
塡
之
」
と
あ
る
。

（
23
）　
『
日
本
敎
育
史
㊮
料
』
第
一
卷
（
文
部
省
總
務
局
、
一
九
八
〇
）
所
收
の
朙
治
十

四
年
（
一
八
八
一
）
の
「
舊
藩
學
政
ノ
儀
ニ
付
舊
大
參
事
平
野
知
秋
ヨ
リ
家
令
依
田

柴
浦
ヘ
回
答
書
」
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
24
）　

市
川
任
三
「
松
崎
慊
堂
と
官
版
」、
無
窮
會
『
東
洋
文
化
』
復
刊
三
〇
〜
三
二
合

倂
號
、
一
九
七
三
・
五
。

（
25
）　

福
井
保
「
昌
平
坂
學
問
所
官
版
分
類
目
錄
」（『
江
戶
幕
府
刊
行
物
』、
雄
松
堂
出

版
、
一
九
八
五
、
頁
一
四
八
）
參
照
。

（
26
）　

堀
川
貴
司
「
官
版
集
部
に
つ
い
て
」、『
國
語
と
國
文
學
』
特
集
號
「
近
世
後
朞
の

文
學
と
藝
能
」、
二
〇
一
四
、
頁
一
四
一
〜
一
四
二
。

＊
本
硏
究
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科
硏
費19K13074

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。




